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た
ち
の

回
顧
や

神
社
制
度
調
査
会
の

議
論
の

経
緯、

あ
る

い

は

無
格
社
そ

の

も
の

概
念
の

問
題
な
ど

も
検
討
す
る
こ

と
で

、

そ
の

施
策
の

内
実
を
窺

い

た

い
。

そ
の

こ

と

に
よ

っ

て
、

筆
者
が

こ

れ

ま
で

明
ら
か
に

し
よ

う
と

試
み

て

き
た
近

代
以

降
の

「

神
社
概

念
」

の

問
題
の

な
か
で

、

特
に

神
祗

院
時
代
に

考
え

ら
れ

て
い

た

「

神
社

概
念
」

と

併
せ

て
、

近
代
の

神
社
行

政
の

な
か

で

合
言
葉
の

よ

う
に

用
い

ら
れ

て

き
た

明
治
四
年
五

月
十
四
日

の

太
政

官
布
告
第
二

三

四
「

神
社
ハ

国
家
ノ

宗
祀
」

と
い

う
文
言
の

意
味

と
の

関
わ

り
、

神
社
の

公
共
性
と

宗
教
性
と
の

関
わ

り
の

問
題
に

つ

い

て

幾
許
か
で

も

明
確
化
し
よ

う
と

す
る

こ

と
に

あ
る
。

　

無
格
社
整
理
を
考
え
る

こ

と
は

、

単
に

近

代、

昭
和
初
期
の

問
題
と

し

て

捉
え

る
の

で

は

な

く
、

現

代
に

お
い

て

は
い

わ
ゆ

る

不
活

動
宗
教
法

人
、

不
活
動
神
社
と

い

わ

れ
る
課
題
へ

の

対
策
と

そ
の

整
理
や

合
併
と

い

う
実
際
の

取
扱
の

問
題
を
考
え
る

上
で

も
非
常
に

参
考
と

な
る

問
題
で

も

あ
る

。

今
後
も
引
き
続
き、

昭
和
初

期
の

神
社
行
政
や
神
社
・

神
職
の

あ

り
様
等
を
改
め

て
一

つ

ず
つ

問
い

直
し

て

ゆ

き
た

い
。

今
泉
定

助
の

思
想

神
道
的
国

体
論
の

宗
教
性

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

昆
野

　
伸
幸

　

本
報
告
は
、

今
泉
定
助
（
文
久
三

−
昭
和
一

九

〈

一

八

六
三

−
一

九
四

四
〉
）

の

思

想
に

即
し
て

、

大
正

期
か

ら
昭

和
初
期
に

お

け
る
国
体

論
の

一

端
（
神
道
的
国

体
論
の

特
質）

に

つ

い

て

明
ら

か
に

す
る
と
と

も
に、

そ
の

「

大
正

デ

モ

ク

ラ

シ

！
」

期
の

国
体
論
が
昭
和
十
年
代
以
降
に

ど

の

よ

う
な

機
能
を

果
た

す
こ

と

に
な
る

の

か

に

つ

い

て

解
明
す
る

こ

と

を
目

指
す
も
の

で

あ
る

。

　
こ

れ

ま
で

の

今
泉
研
究
で

は、

彼
の

伝
記
的
研
究
や
川
面
凡
児
（

文
久

ニ

ー
昭

和
四

A

一

八
六
二

ー
一

九
二

九
〉

）

の

思

想
と

の

比

較
検
討
が

主

と

な
っ

て

き
た

が、

や
や
も
す
る

と

川

面
と

の

関

係
性
ば

か
り
で

今
泉
の

思
想
が
捉
え
ら

れ
る

傾
向
が

あ
っ

た
。

し
か
し

、

川
面
と

い

う
参
照
軸
か

ら
離
れ
て
、

今
泉
の

神
道
的
国
体
論
を

時
代
の

中
に

位

置
づ

け
、

そ
の

意

義
を

解
明
す
る

作
業
が
必
要
で

あ
ろ

う
。

　

そ
も
そ
も
今
泉
に

と

っ

て
、

神
道
と

は、

神
に

授
け
ら

れ
た

「

自
性
」

を
発

揮
・

実
行
す
る

こ

と

で

あ
る

。

そ
の

際
、

「

利

害
得
失

毀
誉
褒
貶
」

か
ら

離
れ
、

「

白

性
」

を

回
復
す
る
た
め

に

求
め

ら

れ
た

の

が
、

祭

祀
で

あ
り、

禊
や
祓
と

い

っ

た
行
で

あ
る

。

彼
に

よ
れ
ば

、

人
は
皆

誰
で

も、

禊、

祓、

鎮
魂
と

い

っ

た
行
を
通
じ
て

人
格

修
養
に

努
め

る

こ

と
で
、

あ

ら
ゆ

る

欲
か

ら

離
れ

た

神
の

境
地

（
「

神
の

心
」

「

神
格
」）

に

至
る
こ

と

が
で

き
る

（

11

神
賦
の

「

自
性
」

の

回

復）
。

こ

の

よ

う
な
行
の

強

調
は

、

先
行
研
究
で

散
々

指
摘
さ
れ
て

い

る
通

り
川
面
凡
児
か
ら

の

影

響
に

よ

る

も
の

で

あ
る

。

　

し
か

し、

む

し
ろ

こ

こ

で

注
目
す
べ

き
は
、

今
泉
が

祭
祀

、

行
、

神
と

い

っ

た

神
秘
的、

あ
る
意
味
で

は

ア

ナ
ク
ロ

な
用
語
を

使
い

つ

つ

も
、

神

賦
の

「

自
性
」

の

回
復
と

い

う
か
た
ち
で

個
人
人
格
の

完
成
を
目

指
す
人

格
主

義
的
な
思

想

ー
モ

ダ
ン

な

思
想

ー
を

展
開
し

て

い

る

点
で

あ

る
。

全
国
神
職
会
の

機
関
誌
に

お
い

て

す
ら

「

個
人
の

完
成
」

が

求
め

ら

れ
る

時
代
に
お

い

て
、

神
道
が
社
会
に

浸
透
し

、

祭
祀
を
通
じ
て

個
人
人

格
の

完
成
を
遂

げ、

あ
ら
ゆ

る
人
々

が
自
己
の

生
活
や
人
生
を
豊
か
に

し

て

い

く

ー
こ

の

よ

う
に
彼
は
「

現
代

化
社
会
化
」

し
た

新
た
な

神
道
像

を
構
想
し
た

。

　

さ
ら

に

今
泉
は

神
道
と

い

う
人
格
完
成
・

自
己
練
磨
を
通
じ
て

、

国
家

改
善、

世
界
・

人
類
の

救
済
を
も
展
望
し
て

い

た
。

こ

の

よ

う
に

彼
の

神
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道
・

祭
祀
観
は

、

個
人
レ

ベ

ル

に
と

ど
ま
ら
ず、

彼
の

国
家
・

国
体
観
と

密
接
に

関
わ
る

こ

と
に

な
る

。

　
と
い

う
の

も
、

万
世
一

系
の

皇

統
と

い

う
日
本
の

国
体
は
、

「

偶
然
」

に

よ
っ

て

続
い

て

き
た
も
の

で

は
な
く、

絶
え
ざ
る

祭
祀

　
　
公
平
無
私

の

境
地
へ

至
る

自
己
修

養
　
　
の

実
施
に
よ

っ

て

支
え
ら
れ
て

き
た

、

と

今
泉
は
理
解
し
て

い

た
か

ら
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
に

彼
の

神
道
的
国
体
論

は
、

不
断
の

祭
祀
の

執
行
を
全

国
民
に

求
め

た
。

彼
は
、

「

大
正

デ
モ

ク

ラ

シ

i
」

の

時
代
潮
流
に

反
し
て、

神
勅
の

意

義
を

強
調
し
た
が、

そ
の

実
質
は

国
民
に

主

体
的
な
実

践
（
祭
祀）

を
要

求
す
る

も
の

で

あ
っ

た
。

　
こ

こ

で

問
題
と
な
る

の

は
、

祭
祀
と
宗
教
の

関
係
で

あ
る

。

今
泉
は、

祭
祀
を
西
洋
的
な
「

宗
教
」

に

優
越

す
る

「

大
な
る

宗
教
」

と

位
置
づ

け

る
。

こ

の

よ

う
な

祭
祀

観
は

、

大
日

本
帝
国
憲

法
第
二

八

条
の

規
定
す
る

信
教
の

自
由
に

拘

束
さ
れ

ず
に

、

全

国
民
へ

の

祭
祀
の

強
制
を
可

能
と
す

る
。

　
以
上
の

よ

う
な

今
泉
の

神
道
的
国
体
論
は

、

人
格
主

義
・

世
界
主

義
と

親
和
的
な

、

「

現

代
化
」

し
た

神
道
を

核
と

す
る

も
の

で

あ
り、

国

民
の

主

体
的
な

実
践
を

要
請
す
る

モ

ダ
ン

な
も
の

で

あ
っ

た
。

た
だ
し
、

そ

の

神
道
的
国
体
論
は

、

昭
和
十
年
代
以

降
、

政

党
政
治
・

フ

ァ

シ

ズ

ム

を
と

も
に

批
判
し

つ

つ
、

神
道
国
教

化
を

構
想
す
る

こ

と
で
、

「

宗
教
」

と
は

区
別
さ
れ

た

祭
祀
を

国
民
に

強
制
す
る

こ

と
に

な
る

と
と

も

に、

神
代
の

顕
現、

神
話
の

再
演
と

し
て

の

「

八

紘
一

宇
」

論
に

帰
結
し
、

そ
の

実
現

に
向
け
て

、

臣
民
に

あ
ら

ゆ
る

犠
牲
を
強
い

る

も
の

に

な
る

。

「

大
正
デ

モ

ク

ラ

シ

ー
」

期
の

多
様
な
国
体
論
の

中
に

登
場
し
た
今
泉
の

神
道
的
国

体
論
は
、

昭
和
十
年
代
に
は
、

科
学
・

哲
学
・

宗
教
を
こ

え
た
地
平
か
ら

発
せ

ら
れ
る
、

国
民
に
抑
圧
的
な
議
論
へ

と

行
き
着
い

た
。

パ

ネ
ル

の

主

旨
と
ま
と
め

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

藤
田

　
大
誠

　

本
パ

ネ
ル

は
、

平
成
二

十
四

年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
科

学
研
究

費
補
助
金）

基
盤
研
究
（
C）
「

帝
都
東
京
に

お
け
る

神
社
境
内
と

「

公
共

空

間
」

に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

（
研

究
代

表
者
冖

藤
田

大
誠
V

、

並
び
に

平
成
二

十
四

年
度

科
学
研

究
費
助
成

事
業
（
学
術
研

究
助
成

基
金

助
成

金
）

基
盤
研
究
（

C
）
「

近
現
代
日
本
の

宗
教
と

ナ
シ

ョ

ナ

リ

ズ
ム

ー
国
家

神
道
論

を
軸
に

し

た

学
際
的

総
合

検
討
の

試
み

ー
」

（

研
究
代

表
者
冖

小

島
伸
之）

に
よ
る

二

つ

の

共
同
研
究
グ

ル

ー

プ
が
協
力
し

、

双
方
に

重
な

り
合
う
大
き
な
課
題
の
一

つ

で

あ
る

「

国
家
神
道
」

を
テ

ー

マ

と
し

て

企

画
し
た

も
の

で

あ
る

。

　

近
年、

「

国
家
神
道
」

研
究
は
、

「

国
家

神
道
」

と
い

う
概
念
・

枠
組
の

再

考
や

言
説
分
析
の

観
点
か

ら
の

理
論

的
・

評
論
的
考
察
が

目
立
つ

一

方、

当

然
か
か

る

考
察
の

基
盤
や

前

提
と
な
る
べ

き
近

代
の

神
社
制
度
や

神
社
境

内
、

神
職
・

神
道
人
そ
の

も
の

の

実
態
や

そ
の

変
遷

過
程
に

つ

い

て

具
体
的
な

史
料
を
も
と
に

検
討
す
る

歴

史
的

研
究
も

徐
々

に
蓄
積
さ

れ

つ

つ

あ

り
、

神
道
史
や
宗
教
史
の

み

な
ら

ず、

社
会
史
や
思
想
史、

教
育

史
、

建
築
史、

都
市
史
な
ど

、

多
岐
に

亙
る

ア

プ
ロ

ー

チ
か

ら
活
発
に

取

り
組
ま

れ
て

い

る
。

と

り
わ

け
最
近
は

、

畔
上

直
樹
や
島
薗
進、

昆
野
伸

幸
ら

に

よ

っ

て
、

従
前
の

「

国
家
神
道
」

研
究
（

特
に

近
代
神
道
史
に

お

け
る

も
の
）

に

つ

い

て
、

い

わ

ば

「

制
度
史
偏
重
」

と
の

批
判
を
込
め

つ

つ
、

地
域
社
会
史
や

日

本
宗
教
史、

日
本
思
想
史
な
ど

の

観
点
か
ら
新

機

軸
を

打
ち

出
そ

う
と

す
る

試
み

が

な
さ
れ

て

い

る
。

ま
た

、

夙
に

林
淳

は
、

日
本
近

代
宗

教
史
の

諸
問
題
（
国
家
神
道、

近

代
仏
教、

新

宗
教、

宗
教
概
念
な
ど）

に

関
す
る

研
究
史
に
つ

い

て
、

こ

れ
ま
で

明
治
期
の

比
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